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DOICは、EXPO2025 大阪・関西万博を通じて、産学官のオープン
イノベーション創出を目指すグローバルエコシステム構築事業です。

万博のみを対象とした事業ではなく、万博会期後も、本エコシステ
ムを継続・拡大し、世界の社会課題の解決に貢献します。

Organized by

Operated by

↓詳細資料はこちらから

Contact: post＠bunkashihon.jp

https://www.oi-p.titech.ac.jp/expo-2025-project-doic/
mailto:post%EF%BC%A0bunkashihon.jp
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1DOIC 概要

1

テーマウィークと
シンポジウム

テーマウィークは、発展途上国にお
ける脱炭素化や貧困問題など、社会
的に重要な課題を取り上げるために
実施されます。
参加者は、シンポジウムの前に地域
社会や関係者と協力して課題解決に
向けた議論を行います。シンポジウ
ムでは課題解決に向けた提案を発表
します。

DOIC 
メタバース展示

万博のメイン会場とサテライト会場
をリアルタイムで結びます。
メタバースには、研究所や企業によ
る「コンテンツ」を展示するスペー
スが開設されます。世界へ常時発信
ができ、訪問者との交流も簡単です。
展示内容は脱炭素化など４つのテー
マに分類され、テーマウィークと連
動します。

ミートアップイベント

様々なイベントを開催します。

1. メタバース空間にてミートアップ
（月1回程度）

2. 交流会・記念式典
（万博直前、終了直後、終了1年後、その
後も定期開催予定）

3. 海外VIP等を招いたプレミアムイベント
（万博直前、会期中、終了直後に計3回）

※1有料オプションにて画面は追加可能です

展示画面数
• 法人単位 ：3画面
• 研究所単位：2画面
• 研究室単位：1画面
(掲出するデジタルコンテンツをご用意ください)

※１と２に参加権がございます。
※３は参加に際して選考がございます。

※1

※参加に際して選考がございます。
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DOICに参加するには？

出展

アカデミア (大学、研究機関)

Business General Companyスポンサーとして参加

協賛

DOICへの参加方法

随時ご参加いただけます!

原則無償で出展

お申し込みはQRコードから↓

※展示するデジタルコンテンツを提供するだけで参加頂けます。
ご参加には審査がございます。予めご了承ください。
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3参加の意義・メリット

参加の意義・メリット

• 世界最大の『国際見本市』
• メタバース展示場・シンポジウム（オンライン）

→ 技術シーズを常時世界に発信、世界の企業が日本に
訪れずともアクセス

→ 訪問者とインタラクティブな交流

『研究の世界発信』と『社会貢献』
• “国内外の参加企業との接点”の強化

（VR/AR/ブロックチェーンなど“次世代型技術”を持つ企業との接点も）

→ 新たな共同研究相手の創出

• “他の大学等の研究者との新たなコラボ事業”

→ 研究の加速化・補完体制の構築

『国内外企業等とのミートアップ』

『技術の世界発信』×『国内外の企業等とのミートアップ』

DOICに参加することで、万博を契機とした『技術の世界発信』と
DOICに参加する国内外の企業等とのミートアップにより、『産学連携基盤』を確立することができます。
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テーマウィークが実施されるスタジオ

万博期間中に開催されるテーマウィーク（Track3）に参加します。
地球の未来や生物多様性について、グローバルリーダーとのセッ
ションを予定しています。

テーマ 地球の未来と生物多様性
The future of the Earth and biodiversity

形式 シンポジウム＋対話セッション

日程 2025年9月20日

会場 夢洲会場内のスタジオ（約100席）
ハイブリッド方式を予定しています。

時間 4時間

登壇予定 世界を代表する大学、企業（スタートアップ企業含む）、有識者など

EXPO 2025 ▶ テーマウィーク

※ご参加には審査がございます。
予めご了承ください。
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